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　第３次男女共同参画基本計画に何を盛り込むか。私
も議員の一人である男女共同参画会議が、それを政府
に答申したのは、2010年７月でした。それを受けて政
府は同計画の策定を行い、第３次男女共同参画基本計
画が2010年12月末に閣議決定されました。
　５年ごとに見直しを行う男女共同参画計画とは、男
女共同参画基本法に盛り込まれた理念を国の政策とし
て具体化する、言ってみれば国家行政のアクションプ
ランです。第３次基本計画が第２次のそれとはどこが
違うのかと言えば、ひとつには第１次、２次は自民党
を中心とする連立政権下、第３次は民主党を中心とす
る連立政権下だったこと、さらには国連・女子差別撤
廃委員会からの我が国の男女共同参画の進捗状況に関
する最終所見が2009年にあり、その内容を十分に意識
し、かつ吟味しながら議論を進めなければならなかっ
たことなどが挙げられると思います。
　すなわち日本の男女平等も、国際社会の中でどのよ
うな評価をされているのか、このままでいいのかとい
うことを認識しなければならない時代状況が、議論の
背景にありました。そのような問題意識の反映として、
いや、成果と言った方がいいのでしょうか、第３次基
本計画の冒頭に、「基本的な方針」として次のような
一文を盛り込むことができました。
　「男女共同参画に関して国際的な評価を得られる社
会（を目指す）」
　私は第３次男女共同参画基本計画を政府に答申する
にあたり、起草委員会の座長を務めました。率直な感
想を申し上げますと、この国では、男女の関係性を極
めて保守的にとらえる人がいることは否めない事実だ
と思います。性によって男女双方の生き方を規定し、
ジェンダー平等を突き詰めれば突き詰めるほど、それ
が伝統的な男と女の順風美俗を瓦解させ、ひいては家
族、地域を破綻させるといった、イデオロギーの問題
に転化させて議論の本質をそらすような傾向もありま
す。
　また政治家も、男女共同参画社会の形成が必要なの
だと頭では理解していても、選挙民と顔を合わせ、理
念だけでは通らない現実に直面すると「21世紀の最重
要課題」（男女共同参画社会基本法前文）はあえて後
方に退けるケースもあるのではないでしょうか。
　第３次男女共同参画基本計画を答申するにあたって
のスタンスは、そのようなジレンマを断ち切り、男女
共同参画の推進に実効性を持たせることにありまし

た。幸い、2010年２月の男女共同参画会議では、閣僚
の一人から、基本計画を「もっとエッジを効かせた内
容にしないと社会が変わらない」という指摘も受けま
した。
　そうした追い風を受け、答申ではポジティブ・アク
ションを積極的に推進し、国会議員女性候補者比率の
クオータ制の導入等の検討をするなど、踏み込んだ提
言をしました。そのほかにも、世帯単位から個人単位
への制度・慣行の移行、男女が共に仕事と家庭に関す
る責任を担える社会の構築、男女平等に関する国際規
範・基準の積極的な遵守などを盛り込み、幸い政府も
答申のほとんどを政府策定の基本計画に盛り込んでく
れました。
　では、万事ＯＫかと言えば、そうではありません。
美辞麗句で飾った作文なら、誰だってできるのです。
大切なのは、それが実現するかどうかなのです。なん
と男女共同参画会議では、総理をはじめ男女共同参画
担当大臣も、同様の趣旨の発言をしていました。
　私自身も何度となく、男女共同参画社会の形成は、
最後は政治の意志にかかっているという趣旨の発言を
同会議でしました。当時、総理だった鳩山由紀夫さん
は、政治の意志が希薄だったと言われないように頑張
るとも言ってくれました。そうした発言をリップサー
ビスに終わらせないためには、国民一人ひとりが監視
の目を持つと同時に、グローバルな男女共同参画の視
点でのウオッチも必要です。
　その意味では、国連・女子差別撤廃委員会の見解な
どはいい刺激材料になっていると思います。日本は経
済だけにとどまらず、男女平等という点でも、世界の
先進国にならなければなりません。今は、そういう時
代の転換期だと、私は確信しています。

鹿嶋　敬　Takashi KASHIMA

　日本経済新聞編集委員等を経て、実践女子大学人間社
会学部教授。内閣府・男女共同参画会議議員、ワーキン
グウーマン・パワーアップ会議代表幹事、財団法人女性
労働協会会長を兼務。著書に『恵里子へ　結納式の10日後、
ボリビアで爆死した最愛の娘への鎮魂歌』（日本経済新聞
出版社）、『男女共同参画の時代』（岩波新書）など。

いま、女性たちは

第３次男女共同参画基本計画と
　　　　　　　　　　　　“国際性” 実践女子大学教授

内閣府男女共同参画会議議員
鹿嶋　敬
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　夫の駐在に伴い、生後３カ月半の息子とともに、アフリ
カの小国ルワンダに暮らし始めて１年半になります。ルワ
ンダというと、映画「ホテル・ルワンダ」などに描かれた
大虐殺を多くの方が思い浮かべることかと思います。一方
で、大虐殺から17年が経過した今日、大統領の強いリーダー
シップのもとで著しい社会・経済発展を続けているアフリ
カの中でも有数の国でもあります。アフリカのシンガポー
ルを目指すルワンダの首都キガリは、標高が高いせいもあ
り、穏やかな気候で、見渡す限り丘の連なる非常に美しい
街です。
　こちらに来て間もない頃に出会ったのが、ニコラスさん、
エルスィーさん夫妻です。彼らは、2001年にイギリスから
ルワンダに戻り、「リンクミニストリー」という団体を立ち
上げました。リンクミニストリー設立の経緯について、彼
らのホームページには次のように書かれています。「リン
クミニストリーの活動は、1994年の虐殺とそのトラウマを
経験した後に真の癒しと和解を得たルワンダ人夫婦により
始められました。彼らがイギリスで生活している間に、神
の御業により、お互いが異なる民族の出身であることを乗
り越え家族として暮らしていくことから深い癒しを得て、
その後ルワンダに戻って国の再建と和解のプロセスの一部
となることを決意しました。」

　ニコラスさんはIkirezi Natural Products（イチレジ・ナ
チュラル・プロダクツ）というソーシャルエンタープライス
の経営者で、国内４カ所の有機農園で栽培された植物を原
料とした精油を製造・販売しています。この農園で働く人の
およそ８割が夫を亡くした女性あるいは孤児です。主に南ア
フリカやイギリスに輸出して得られた収益は、働く人びとと
地域社会に直接還元されています。私が彼と出会ったそも
そものきっかけは、蚊よけ用に精油を買うため、息子をおん
ぶしながら事務所を訪れたのが始まりでした。その後、日を
改めて車で４時間のところにある農園を見学させてもらい、
帰りの道中さまざまな話をして帰宅したところ、「きっとよい
話し相手になるだろう」と奥さんを紹介してくれたのでした。
　エルスィーさんは４人の子どものお母さんであり、リン

クミニストリーの共同設立者でもあります。ニコラスさん
の農園では多くの女性が働いていますが、彼女たちの多く
は大虐殺で夫や子ども、家族の多くを亡くし、家や畑を失
いながらも生き抜いてきた人たちです。リンクミニストリー
の活動の１つである「希望の村」では、こうした女性たち
や世帯主になっている孤児たちに住居と癒しを提供してい
ます。各家には３部屋の寝室、リビングルームと食卓、台所、
洗面所が備えられています。多くの女性たちは空いている
時間には家の軒先に集い、伝統的なアガセチェとよばれる
籠細工やビーズ細工をしながらおしゃべりをします。エル
スィーさんは毎週木曜日の午前中にこの「希望の村」を訪
ね、彼女たちとともに聖書を読み、お祈りをします。一人
ひとりと個別に話をすることもあります。また、籠細工や
ビーズ細工の原材料と研修を提供しています。私がお邪魔
したときには15名程度の女性たちが集まっていました。当
時はまだ歩けなかった息子がハイハイして近づくたびに、
みな大喜びしてあやしてくれたり、私が母乳をあげる様子
をみてびっくりしたり（外国人は母乳をあげない、母乳が
十分に出ないと思っている人が多いのです）していました。
　「農園で働くことで当座の生活に必要なお金は手に入る
けれども、それだけでは本当の意味で落ち着いた生活、そ
して心の平安を取り戻すことにはならない」とエルスィー
さんは言います。また、農園で働く女性にとどまらず、家
庭内暴力や性的虐待などに苦しんできた女性たちを集め
て、ミシンを使って手工芸品をつくるワークショップも首
都キガリで開設しています。
　我が家の息子の成長を自分のことのように喜んでくれる
２人は、食事に招いてくれたり、自宅の畑で採れた野菜や
果物を分けてくれたり、夫婦仲良く暮らしていくコツを教
えてくれたり、今では家族ぐるみの大切な友人です。彼ら
との出会いがあったおかげで、ルワンダの人びとが困難な
歴史を乗り越えていく１つの具体的な取り組みを直接自分
の目で見ることができました。願わくば、成長した息子と
ともに、彼らの農園と「希望の村」をいつか再び訪ね、ニ
コラスさん、エルスィーさん夫妻とゆっくりいろいろ語り
合いたいなと切に思っています。

□希望の村（Village of Hope）
（http://www.hoperwanda.org/hope/pages/default.
asp?pid=17）

国際基督教大学教養学部社会科学学科卒業。現在、独立
行政法人国際協力機構（JICA）職員。農村開発部、青年
海外協力隊事務局、理事長室勤務を経て現在育児休業中。
国内外の農村、地域開発に興味をもつ。

Profile 会津　菜穂

「希望の村」
～虐殺を生き抜いた女性たちを支えるルワンダ人夫妻

ルワンダからの特別リポート

会津　菜穂

ニコラスさん、エルスィーさん家族と（筆者後列右端）
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　DVがなぜデートする若者たちの間にもおきるので
しょうか。それはDVにつながるような、間違っていて
危険な価値観を若者も大人と同じように学んで身につ
けてしまっているからです。DVの要因となる価値観と
は、①力と支配　②暴力容認　③ジェンダー・バイア
ス（社会的・文化的につくられた性別・性差）です。
実はこれらは誰もが大なり小なり学んでもっている価
値観です。さらに若者の場合、④ゆがんだ恋愛観・交
際観も大きな要因です。

力と支配
　DVは「力による支配」ですが、これはDVやデート
DVのほかにもさまざまな形で社会の中でおきていま
す。子どもを「力で支配する」親は児童虐待する親だ
けではありません。多くの親が脅したりアメやムチを
使ったりして、子どもを思い通りに動かしています。「親
の言うことを聞けないなら出ていけ」や「成績がよかっ
たらゲームのソフトを買ってやる」などが親から子ど
もへの「力による支配」です。また学校でも教師たち
が生徒たちを威圧したり、脅したりして「力と支配」
のやり方を見せています。大人が「力と支配」をする
たびに、子どもは「力と支配」の価値観とやり方を学
びます。そして誰かと付き合うようになったときそれ
を実行するのです。加害者は普通の家からも出てきま
す。普通の家にも間違った価値観が満ちているからです。

暴力容認意識
　２つ目の要因は暴力を軽く考えることです。暴力は
よくないと思っていても、条件つきで認める人は多い
ようです。教育やしつけのためなら、正義のためなら
仕方ない、男性の場合は少々暴力的でも仕方ない、愛
情があればときには暴力も必要だ、などの考え方は根
強いです。暴力は愛情ではありません。暴力は犯罪です。
暴力は相手を深く傷つけるし関係を壊します。

ジェンダー・バイアス
　DVは同性間の親密な関係でもおきています。「力と
支配」の価値観や暴力容認意識を誰もが大なり小なり
学んでもっているからです。しかし女と男のカップル
ではDVの加害者は圧倒的に男性です。理由は３つ目の
ジェンダー・バイアスが大きく関わっています。社会

的につくられた「女らしさ、男らしさ」「彼女らしさ、
彼氏らしさ」「妻の役割、夫の役割」などの意識をもっ
ていない人はいません。それらは日常生活に溢れてい
て、皆が知らないうちに意識の中に刷り込まれるから
です。その結果、大人だけでなく若者もそれらの価値
観を当たり前のように思っています。ジェンダーは若
者たちが目にする漫画や雑誌に、テレビドラマや映画
や小説に、聞く歌の歌詞に、親や教師や仲間などまわ
りの人たちの言動に常に織り込まれています。だれも
が生まれた日からジェンダーをシャワーのように浴び
るのです。ジェンダー意識をもっていることに気づか
ないふたりが親密な関係になると、「男らしさ」や「彼
氏の役割」意識は、男性が女性に対して優位に立つこ
とにつながりやすく、「女らしさ」や「彼女の役割」意
識は、男性にとって都合がいいので女性に対するDVが
おきやすいのです。

ゆがんだ恋愛観・交際観
　恋愛や交際について現代の若者がもつゆがんだ考え
で顕著なものは、「付き合うことはお互いに束縛するこ
と」という考えでしょう。携帯電話の普及は若者たち
が束縛し合うのを容易にしています。ですから女性も
男性も同じように相手の行動を束縛しがちです。また
若者たちは、交際相手を得ることが一人前として仲間
に認められることだと考えているようです。ですから、
束縛から暴力へと進んでも、交際をやめるわけにはい
かないと考えがちです。また束縛も強要も暴力も愛情
表現だというゆがんだ恋愛観を多くの若者がもってい
るので、加害をしている側も被害にあっている側もな
かなか気づけません。

　このような若者のゆがんだ恋愛観・交際観の中には、
ジェンダー・バイアスを基にしたものが多いので、男
性から女性へのDVが当然多くなります。しかし男性か
ら女性へのDVが多い理由はそれだけでなく、背景に社
会が男性優位であることが大きく関わっています。女
性の人権が守られていない社会構造の中で、人々がジェ
ンダー・バイアスをもって暮らしているからです。社
会的状況が個人的な男女の関係に影響してDVがおきて
いるのです。親密な関係でおきている女性への暴力は、
女性差別の一形態であり、女性への人権侵害なのです。

誌上セミナー

デートDV
−親密な人との付き合い方　再考

　第２回
「デートDVをもたらすもの」

アウェア代表　DV防止教育専門家

山口　のり子
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フ ォ ー ラ ム の 窓
東日本大震災復興に向けて女性の視点を

～北九州からの発信
　第３次男女共同参画基本計画において取り組みが拡

充された第14分野「地域、防災・環境その他の分野に

おける男女共同参画」が本格的に実施される前に、東日

本大震災が発生しました。阪神・淡路大震災や新潟県

中越地震などの教訓を踏まえ、日本全国の女性団体・個

人は男女共同参画の視点からの震災への対応を要望す

るとともに、支援活動を行っています。

　６月11日には、「災害・復興と男女共同参画　6.11シ

ンポジウム」（主催　同実行委員会、日本学術会議　人

間の安全保障とジェンダー委員会）が開催され、被災地

からの報告、研究者による講演、パネルディスカッショ

ンなどを通して、男女共同参画の視点から被災者支援・

復興に向けて議論しました。シンポジウムで採択された

要望書では、東日本大震災復興構想会議の委員15名中、

女性が１名であることから、特に災害復興政策の意思決

定の場への女性の参画を求めました。

　北九州では、「2011全国フェミニスト議員連盟夏合宿

in北九州」が７月30・31日に開催され、第２日目の分

科会２で「震災と女性～これからの地域づくり」をテー

マとし、実行委員の１人として太田まさこがコーディ

ネーターを務めました。①地震の被害を受けた宮城県加

美町から伊藤ゆう子町議会議員が、議員および女性と

しての視点から被災地や支援の現状、②北九州市消防

局危機管理室、田中直樹危機管理課調整係長から津波

の被害を受けた釜石市での支援活動、③福島県飯館村

で自然農業を営む村上真平氏が福島原子力発電所の事

故後、三重県に避難された状況、④RQ市民災害救援セ

ンターに個人的にボランティアとして参加し、宮城県気

仙沼市の避難所で行った活動について太田から、それ

ぞれ報告しました。

　⑤土田久好北九州市消防局危機管理室長からは、同

市の防災対策と東日本大震災の教訓を生かして災害の

被害を最小限にとどめる取り組みについて説明がありま

した。北九州では、防災会議に67名中８名の女性が、

有識者による地域防災計画見直し検討会には11名中５

名の女性が参加しているほか、ハザードマップづくりや

防災啓発活動が盛んに行われています。参加者からは、

女性や高齢者の支援、防災会議や災害マニュアルの実

効性、消防における女性の登用などについて、活発な意

見や質問がありました。

　被災者の方々が、一日でも早く「非日常」から「日常」

の生活へ戻るために、私たちは長期的な支援を行ってい

くことと、この分科会で報告されたさまざまな事例を参

考に、女性の視点を取り入れた災害に強い地域づくりを

それぞれの街で行っていくことを確認しました。

KFAW 主任研究員　太田　まさこ

2011年度第１回　活動報告
「大震災と救援 ―自助・共助・公助と日本赤十字社の役割」
� 喜多　悦子　日本赤十字九州国際看護大学学長

　３月11日の東日本大震災を経験して、震災や災害の際
の救援のあり方や日本赤十字社の発足や歴史的変遷、組
織や役割についてお話していただきました。
　アンリー・デュナンが1859年ソルフェリーノの戦いに
おいて「傷ついて戦えない兵士は、敵味方なく、ひとり
の人間としてたすけるべきだ」と訴えたことから始まっ
た赤十字社は、その着想から150年を迎えました。現在、
赤十字・赤新月社は世界の186カ国に広がって、「人道、
公平、中立、独立、奉仕、単一、世界性」の７つの基本
原則の下に活動しています。平時から救護班を編成し、
救護要員の訓練を行い、災害時に備えるとともに、迅速、
かつ効果的な災害救護活動を行うためのボランティア育
成にも力を入れています。今回の災害においては、災害
発生の当日から新潟県の病院から日本赤十字社のチーム
が救援に出ました。

　救援のあり方については、平時からの準備とネットワー
ク構築の必要性とともに、自分でできることを為す自助、
自分でできることを他人のために為す共助、自分たちで
できないことの援助を受ける公助、の３つが行われるべ
きであることが話されました。
　また、災害の際の住民の避難率が年々低下しているこ
となどが指摘され、歴史は繰り返しているので、過去の
犠牲を風化させず、次の世代へ伝える教育が重要である
こと、戦略的に防災対策を行
うことが必要であることなど
が訴えられました。
　詳細はホームページに掲載
し て い ま す。（http://www.
kfaw.or.jp/report/cat85-1/）

K FAWアジア研究者
ネットワークセミナー
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　研修は、はじめにJICA東京国際センターで約２週間、
男女共同参画に携わる行政の担当者やジェンダーに関す
る専門家が講師となり、日本におけるジェンダー主流化
政策の総論としてさまざまな角度から講義を行いました。
なお、研修員のそれぞれの経験や各国で抱えるジェンダー
問題や課題を共有する発表・ディスカッションも取り入
れ、より理解を深め充実した内容でした。
　その後、北九州のJICA九州国際センターで、さらに具
体的な側面（教育・農村・地方行政など）からジェンダー
視点の講義や現場視察を実施しました。また、研修は講
義形式だけではなく、実際に、行政官として自国でのジェ
ンダー主流化政策を計画・立案・実行するための、スキ
ルを身につけるワークショップも取り入れ、研修の最後
には研修中に策定したそれぞれのアクションプランを発
表するという、充実した研修プログラムでした。特に、
より論理的で実践的で効果的なアクションプランを策定
するための「ジェンダー配慮PCM（プロジェクト・サイ
クル・マネジメント）」は、研修員にとって非常に有意義

な研修であったと思います。
　加えて、一般市民の方との国際交流も兼ねた視察プロ
グラムがありました。中でも、各国情報やジェンダー問
題とその課題解決のためにアクションプランをまとめた、
市民向けのカントリーリポート発表会や、北九州市内の
保育園や小学校での子どもたちとの触れ合いは、ジェン
ダー主流化で必要な知識とスキルを学ぶと同時に、文化
や言葉の違いを超えた、素晴らしい国際交流でした。

カントリーリポートの内容はホームページよりご覧になれます。http://www.kfaw.or.jp/report/jica/

JICA 行政官のためのジェンダー主流化政策 2011
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KFAW第21期海外通信員がスタート！

テーマ「今どきの若者文化と� 男女共同参画」
　（財）アジア女性交流・研究フォー
ラム（KFAW）では、アジア・太平
洋諸国を中心とした海外との幅広い
ネットワークを形成するために、
1991年から海外通信員制度を設け
ています。これまでの通信員は38カ
国延べ257人となりました。
　今期は、５カ国の皆さんに通信員
をお願いすることとなります。この
ネットワークを通して、各国から最
新の情報をお伝えします。
　第１回リポートは、KFAWホームペー
ジ（http://www.k faw .o r . jp /
correspondents/）に掲載しています。

　大学および大学院博士課程の時に
シンガポール国立大学に留学し、シ
ンガポールの華人社会についての調
査・研究をしていました。
　現在は、香港中文大学の歴史学科
および日本研究学科にて中華社会

（主に香港）における高機能広汎性
発達障害児への支援についての調
査・研究を行っています。

　2006年に来日し、現在は国立大
学法人・九州工業大学大学院で先端
機能システム工学を専攻していま
す。学生であると同時に２人の子ど
もの父親として、家事・育児に奮闘
中です。
　また、インドネシアのことをもっ
と知ってもらうために、地域との交
流活動にも積極的に取り組んでいま
す。

中国（香港）
合田　美穂さん

インドネシア
ムハマド・
� スブハンさん

　（財）アジア女性交流・研究フォーラム（KFAW）では、毎年、独立行政法人国際協力機構（JICA）九州国際セ
ンターの委託を受け、開発途上国のジェンダー主流化を担当する中央政府および地方政府の行政官を対象に研修を
実施しています。
　当研修の目的は、開発途上国において、男女共同参画社会実現に向けて、ジェンダーの視点を主流化する施策を
総合的かつ効果的に推進することができる行政官を育成することです。
　今年は、2011年６月15日から７月22日まで約６週間にわたり、５カ国から７名の研修員を受け入れ、研修を実
施しました。

▲小学校の子ども達と
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　日本で女性が働き続けることには、さまざまな困難
が伴うと言われてきたが、近年、女性自身が事業を興
し活躍する場を作り出し、働き続けやすい環境を整え
ることも可能になってきた。本研究では、そのような
女性の起業継続に必要となるエンパワーメントについ
て農村女性起業家を対象に調査と分析を行う。第１に、
起業および事業の継続のために必要なエンパワーメン
トに関して実績を挙げている起業家グループに対して
聞き取り調査を行う。第２に、その結果をもとに事業
の継続を難しくする要因についてアンケート調査を行
う。第３に、その調査データを経済学的および地理的
要因から分析を行う。第４に、分析結果を事業継続の
ための支援情報としてホームページを作成し、女性起
業家の情報共有ネットワークのプロトタイプとして公
開する。有益な情報をインターネットで共有すること
で、日本の、さらにアジアの女性のエンパワーメント
への貢献をめざす研究である。

農村女性起業家の事業継続を支援するための
調査・分析・ネットワーク開発に関する研究

アジア地域における移行経済国から日本への女性の結婚移住
―インドシナ難民家族と滞日中国人家族における移民女性の事例から―

客員研究員

法政大学兼任講師
岡部　佳世

客員研究員

東京外国語大学多言語・多文化教育センター
特任専任講師

長谷部　美佳
共同研究者

恵泉女学園大学兼任講師
旦　まゆみ

共同研究者

首都大学東京　博士課程在籍
王岩

　本研究は、ベトナムと中国という社会主義政権で同
時に経済の移行国である２カ国から、日本へ向かう結
婚移民の女性たちに対する送出国/受け入れ国双方で
の、構造的ジェンダーの影響と、それに対する女性の
主体性のあり方を比較検討するものである。これまで
結婚移民は、移民研究の分野においても、ジェンダー
研究の分野においても、ほとんど注目されてこなかっ
た。しかし、日本においても、日本に在留する移民の
総数に占める割合も高く、また同時にそのほかの移民
女性と同様、構造的なジェンダーの影響を強く受ける。
こうした構造的な制限のある中で、結婚移民の女性た
ちは、主体的に選択した結果として移動を行っている。
本研究では、結婚移民の主体性に焦点を当てることの
重要性を前提に、結婚移民の送出、受け入れ双方の社
会におけるジェンダーの影響を考察し、２国間での比
較検討をするものである。文献調査のほかに、聞き取
り調査を行う。
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　1992年に仁川広域市の公務員に
なり、2008年～ 2010年まで、仁
川広域市の姉妹都市である北九州市
と相互に行っている職員交流派遣制
度により、北九州市国際部に勤務し
ていました。
　現在は仁川広域市の職員として勤
務する傍ら、２人の子どもの母親と
して頑張っています。仕事と家庭の
両立は難しいですが、どちらも充実
させて楽しく過ごしていきたいと
思っています。

　マレーシア理科大学でインテリア
デザインの学位を取得後、将来的に
は教育の分野で活躍することを目指
し、東京大学大学院で工学系研究科
建築学を専攻し、修士課程を修了し
ました。現在は同博士課程に在籍し
ており、人間・環境学について研究
をしています。学会で北九州市を訪
れたことをきっかけにKFAWを知
り、第21期海外通信員としての活
動をスタートさせました。

　これまで国内外のさまざまな機関
で、研究者、開発者として働いてき
ました。私の活動は国際ジャーナル
などでも紹介されています。記事の
一部は、こちらからご覧になれます。

（ h t t p : / / w w w . e k a n t i p u r .
com/2011/04/07/oped/her-
reproductive-choices/332117.
html）

韓国
ホン・ミオクさん

マレーシア
チョウ・
�プエイクエンさん

ネパール
ブハワナ・
�ウパデヒアユさん
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（財）アジア女性交流・研究フォーラムは、1990年10月に北九州市の「ふ
るさと創生事業」で設立された市の外郭団体です。アジア地域の女性の
地位向上と連帯・発展を目指して「まなびあう」「ふれあう」「たすけあう」
をテーマに事業活動を展開しています。

デートDV予防教室活用セミナー CSW55 帰国報告会

ホームページリニューアル

今後のイベント案内

UN Women北九州

　高校、大学、専門学校等の担当教職員を主対象
に、デートDVに対する理解を深めていただくと
ともに、効果的なDV予防と学校教育に期待され
る役割について考えるセミナーを開催しました。

　北九州市では、2009年に「北九州市DV対策基
本計画」を策定し、DV防止のための人権教育や啓
発活動に取組んでいます。最近では、未婚の親密
な間柄の男女間で振るわれる暴力、「デートDV」
が大きな問題となっており、国や北九州市でも、
若年層における予防啓発を強化しています。当財
団では、市からの委託により、本年度、デートDV
予防教室を市内の高校、大学などで開催します。
　DV防止教育専門家、山口のり子・アウェア代表
を招聘しての第１部の特別講演では、学校教育だ
けでなく、保護者として、あるいは大人として、
社会全体として取組む必要性が強調されました。
　続く、第２部では、当財団の篠崎正美主席研究
員による「デートDV予防教室」の授業デモンスト
レーションが行われ、
効果的な若年層への
啓発方法について活
発な質疑応答が行わ
れました。

　国連経済社会理事会のNGO協議資格を有する、
（財）アジア女性交流・研究フォーラム（KFAW）は、
毎年国連女性の地位委員会（CSW）に参加していま
す。2010年度は、国連本部のあるニューヨークを訪
問し、CSW55パラレルイベント「日本の農山漁村女
性のエンパワーメント」にパネリストとして篠崎主席
研究員が参加しました。
　今回の参加報告会では、まずUN Women 日本国内
委員会副理事長、UN Women北九州会長の三隅佳子
氏にUN Women発足についてお話いただき、その後、
篠﨑正美KFAW主席研究員が、参加報告を行いました。
　CSW55パラレ ル イベントの テーマは 来 年 の
CSW56の優先テーマRURAL WOMEN（農山漁村
女性）を先取りして行われたもので、日本の農村女
性の実情を報告するものでしたが、この問題につい
ては参加者の方の関心も強く、質疑応答の際にはた
くさんの意見が交わされました。

・アジア女性会議―北九州
　　平成23年11月26日（土）～ 27日（日）

・ワールドリポートセミナー
　「東アジアの若者はいま−日本のマンガ文化を中心に（仮）」
　　平成24年１月28日（土）

・�デートＤＶ予防教室の講師を派遣します！（無料）
北九州市内の高校、短期大学、大学、専門学校などにお
ける授業、ゼミ、研修会などに、講師を無料で派遣します。
人権、DV予防教育の推進に、是非この機会をご活用く
ださい。

お問い合わせは（財）アジア女性交流・研究フォーラムまで

http://www.kfaw.or.jp
ぜひ一度ご覧ください（ ﾟдﾟ）ノ

　UN Women 北九州では、毎年ムーブフェス
タ期間中に募金活動、講演会やさまざまなイ
ベントを開催しています。
　今年も、市民の皆さんとふれあう機会をも
つため、次の３つのイベントを行いました。

○UN Women チャリティーバザー
○女性のための護身術“Wen-Do講座”
○「タブー パキスタンの買春街で生きる女性たち」
� 講演会

▽Wen-Do 講座の様子
・収益金は全額UN Women
へ寄付させていただきま
した。
・	詳しい活動報告を
	 http://www.kfaw.
or.jp/report/で紹介し
ています。


